
2020 年 2 月 22 日第 18 回公開研究会	

「丸山眞男の平和思想	 どう引き継ぐか	

ー地球平和憲章の理念を深め運動を拡げる視点からー」	 	

	 堀尾輝久さん（教育思想・平和思想）	

	 	

堀尾輝久さん講演	 （１時間 48 分 30 秒）↓	

https://youtu.be/0ATfEN4Mh6s 
質疑応答部分（42分 24秒）↓	
https://youtu.be/lnx-nViV2no 
コスタリカから学ぶ会より報告（4分 19秒）↓ 
https://youtu.be/ZJthNTe6dg4 
	

私は東大法学部の３年の時丸山真男ゼミ（「日本のナショナリズムとファ

シズム」1953 年度）に参加したが、４年の時には先生は長期の病欠。そ

のこともあり、私は進路に迷ったが、もっと人間のこと（実存と社会性）

を考えたいとの思いが強く、教育学部大学院の勝田守一先生（哲学）のも

とで人間と教育の問題を考える道を選んだ。教育学部の仲間からは生き方

の基本と結びつく学び（研究）のあり方について触発された。丸山先生に

はその後も影響を受け続けてきた。	

	 丸山先生は、戦後民主主義の思想的リーダーであるが、それにはマルク

ス主義やポストモダンの視点から、「近代主義」あるいは、「虚盲」とす

る批判があり、平和思想に関しても戦争責任や９条解釈について異論が出

されている。	

	 今回の報告は、前半ではゼミやコンパでの記憶に残る先生の言葉や思い



出を語り、後半では先生の平和思想や９条への思いを語り、それを引き継

いでいま私たちが取り組んでいる安保法制違憲訴訟や地球平和憲章の理	

念についてお話したいとのことで講演が行われました。

	

	

「９条地球憲章の会」事務局長の目良	 誠二郎さんより	

	 僕は、３年前に発足した「９条地球憲章の会」の事務局長を務めていま

すが、今回の講演者の堀尾輝久先生は会の代表であるとともに、戦後日本

の民主主義教育学研究を代表する存在です。	

その堀尾先生の政治学の先生は彼の丸山眞男さんで、教育学の先生は彼の

勝田守一さんです。	

	 僕は、かつて東大の駒場で社会学の授業に幻滅して道に迷っていた時に、

勝田先生の「能力と発達、学習」と題する特別講義を聴いて感動して、教

育学部の教育学科教育史・教育哲学（史哲）コースに進学したのですが、

勝田先生は間もなく胃癌で亡くなられてしまいました。その代わりに、僕

が深く学んだのは大田堯先生と若き日の掘尾先生だったのです。	

	 しかし、大学院に進んだ後、いわゆる「東大闘争」があり、僕は教育学

部大学院の自治会書記長として、東大の民主的改革のために全身全霊を挙

げてたたかいました。その「東大闘争」が一段落した後、僕は思うところ

があり、教育学研究者への道を捨て、一介の社会科教師として教育の現場

で生きることを決意したのでした。数年後、山手線の電車の中でバッタリ

と再会した堀尾先生に、「目良くん、研究的な仕事もしてくださいね」と

言われたのです。	

	 僕が、その後、教育現場で頑張りながら、一方で日本近現代史研究や社

会科歴史教育・平和教育の研究に取り組むようになったのは、堀尾先生の



その一言がきっかけだったかもしれません。その後、教育雑誌などで僕の

論稿を目にされてのことでしょうか、大田先生も堀尾先生も折に触れて僕

を励まして下さいました。	

	 まさか、その堀尾先生と組んで「９条地球憲章の会」を結成し、「地球

平和憲章」づくりの運動をすることになるとは、人生の不思議です。そし

て、今回、堀尾先生の先生である丸山眞男さんの「平和論」を会の公開研

究会で論じていただくことを強く勧めたのは僕でした。	

堀尾先生こそ、忘れられた感のある丸山眞男さんの「平和論」を論じるの

に最もふさわしい存在であり、論じておいていただくべき時だと思ったか

らです。		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＊		 教員時代に買いそろえてい

た『丸山眞男集』（岩波書店）全１７巻を本棚の奥深くからやっと取り出

し、ぼちぼちと読み直し始めました。	 	以下は、「憲法九条をめぐる若

干の考察」という 1964 年の講演の一節です。	丸山さんの鋭い指摘は、半

世紀以上たった現在の安倍改憲の本質をも衝いて見事ですね。	

	 堀尾先生の講演が楽しみです。どうぞご一緒に学びましょう！	

「そもそも改憲問題の現実的発生が、第九条の問題をめぐっておこり、第

九条問題自体が、冷戦の激化に伴う日米合作の軍事的な防衛力の設置およ

び増強と不可分に発展してきたということは争えません。		 …民主的な

憲法というものは『不磨の大典』ではないのだから、不断に改正を検討し、

また個別的に不都合な条項を改めてゆくということは当然だという一般

論――それはその限りで正論ですが――と、現実にわれわれに投げかけら

れて来た改憲問題のレヴェルを混同してはならない。		 後者の政治的核

心は、あくまでもアメリカの戦略体系の一環としての日本再軍備にあった

し、今でもあるということを、改めて確認しておくことが必要だと考える

からであります。」	（『丸山眞男集』第九巻から	

	

 



出席者の意見感想	

 

	 東大法学部でゼミ生だった立場から、当時のエピソードを交えつつ、丸

山の平和主義に対する見方を 2 時間たっぷり。タイトな時間にもかかわら

ず、うまく整理してフロアからの発言時間も確保し、十分にお話を引き出

した司会の力量も凄い。	

	 丸山眞男といえば、日本国憲法の三原則の中でも、人民主権と個人の尊

重に関する発言でよく知られているところ、平和主義についても、「永久

革命論」や「現実に根拠を持つ理想主義」の視点から深い思索を示されて

いたことがよく分かった。	

戦中の日本に「暴力の強制」があったとして、戦後には「平和の強制」と

いう面はなかったか。改憲か護憲かということの前に本当に必要なことは、

特定の価値基準を強制することではなく、対話を重ねながら望ましい方向

性に向かっていく「討議に開かれた社会」であるはずで、丸山はこのこと

を最も強く主張した論者の一人であろう。今日の政治的混沌は、短絡的な

解を良しとし、そのような歴史的・原理的な討議を後回しにしてきたツケ

であるともいえる。  

	


